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安
倍
内
閣
暴
走
ス
ト
ッ
プ
に
、
県
内
で
７
０
０
人

「
生
涯
ハ
ケ
ン
・
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
「
社
会
保

障
改
悪
」
反
対
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
ス
ト
ッ
プ
を

か
か
げ
て
、
５
月
１
日
三
重
県
内
各
地
で
メ
ー
デ
ー

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

１
０
時
か
ら
津
市
観
音
公
園
で
行
わ
れ
た
三
重
県

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
４
４
労
組
・
団
体
、
３
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
続
き
、
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
臼
井
み
え

労
連
議
長
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
働
く
ル
ー
ル
破
壊

を
厳
し
く
批
判
し
「
そ
の
行
き
着
く
先
は
戦
争
す
る

国
づ
く
り
だ
。
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
集
会
の
あ
と
参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
、
市
内
を
元
気
に
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

初
参
加
の
み
え
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
駒
田
さ
ん
は

「
戦
争
中
、
メ
ー
デ
ー
は
政
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。
『
戦
争
す
る
国
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

メ
ー
デ
ー
も
祝
え
ま
せ
ん
。
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
『
平
和
』
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
重
く
受

け
と
め
ま
し
た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
自
治
労
連
・
新
家
忠
文
）

中
央
メ
ー
デ
ー

四
日
市
諏
訪
公
園
で
は
、
第
８
回
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
青
年
連
絡
会
の
中
山
さ
ん
、
出
口

さ
ん
に
よ
る
元
気
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て
大
崎
昭
一

桑
員
労
連
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
大
崎
議

長
は
「
５
円
玉
の
デ
ザ
イ
ン
は
稲
穂
、

歯
車
、
水
、
双
葉
で
、
こ
れ
に
は
平
和

国
家
建
設
の
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
を
戦
闘
機
、
戦
車
、
原
発
に

変
え
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
四
日
市
市
商
工
農
水
部

長
の
須
藤
康
夫
さ
ん
、
商
店
街
会
長
の

増
原
一
眞
さ
ん
ら
が
挨
拶
。

続
い
て
青
年
連
絡
会
の
福
田
さ
ん
の

司
会
で
、
若
者
を
中
心
に
１
０
名
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
最
後

は
リ
ベ
ラ
法
律
事
務
所
の
芦
葉

甫

（
あ
し
ば
・
は
じ
め
）
弁
護
士
に
よ
る

ミ
ニ
講
演
（
裏
面
に
掲
載
）
。
残
業
代

ゼ
ロ
法
案
の
危
険
な
狙
い
を
訴
え
ま
し

た
。集

会
の
後
、
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
。

聖
母
の
家
学
園
の
近
藤
さ
ん
の
巧
み
な

リ
ー
ド
で
元
気
よ
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
。
「
戦
争
立
法
許
さ
な
い
ぞ
」
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
を
な
く
せ
」
「
医
療
・
介

護
を
充
実
さ
せ
よ
う
」
な
ど
の
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
最
後
は
辻
井
良
和
・
鈴

亀
労
連
議
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

（
北
勢
労
連
事
務
局
長
・
加
納
恵
理
）

トワイライトメーデー

５月１７日、青年連絡会は四日市ス
ポーツランドでバーベキュー大会をし
ました。青年１０数名が参加しました。

「
紀
北
地
区
メ
ー
デ
ー
は
５
月
１
日
、
午

後
５
時
４
５
分
か
ら
尾
鷲
市
中
央
公
民
館
・

講
堂
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

尾
鷲
市
職
員
労
働
組
合
ほ
か
、
三
重
医
療

福
祉
生
活
協
同
組
合
生
協
尾
鷲
診
療
所
、
年

金
者
組
合
む
ろ
支
部
、
新
日
本
婦
人
の
会
、

紀
北
平
和
委
員
会
、
日
本
共
産
党
南
部
地
区

委
員
会
の
６
団
体
が
決
意
表
明
し
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

連
休
前
の
金
曜
日
と
い
う
こ
と
で
、
尾
鷲

総
合
病
院
が
大
変
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

尾
鷲
市
職
労
全
体
で
は
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

（
尾
鷲
市
職
労
委
員
長
・
中
野
誠
）

紀
北
地
区
メ
ー
デ
ー

４月２９日 前々日祭

４月２９日津市敬和公民館でメーデー前々日祭が行われ、

７０名が参加しました。「 働く者の幸せと平和を願う合唱

団（メーデー合唱団）」が労働歌を披露したのをはじめ、ゲ

ストのバイオリン奏者によるクラシック曲の演奏などを楽し

みました。た。特別企画としてバイオリンの伴奏で歌う労働

歌は格別でした。 （中賀自治体一般・祖父江昌弘）

開会あいさつする臼井議長

２部の司会をする福田春菜さん
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を
さ
せ
ま
す
が
、
過
労
死
し
て
か
ら
で
は
遅

す
ぎ
ま
す
。

高
度
な
専
門
性
や
年
収
１
０
７
５
万
円
の

要
件
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
日
本
経
団
連
は

年
収
４
０
０
万
円
ま
で
広
げ
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

労
働
基
準
法
は
、
人
た
る
に
値
す
る
最
低

限
の
労
働
条
件
を
全
労
働
者
に
保
障
す
る
法

で
あ
り
、
適
用
し
な
い
人
を
つ
く
る
な
ど
と

ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
派
遣
法
改
正
」
で
は
、
派
遣
の
い
っ
そ

う
の
自
由
化
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
労

働
は
正
社
員
の
替
わ
り
に
し
な
い
よ
う
、
臨

時
的
・
一
時
的
業
務
に
限
定
さ
れ
、
原
則
１

年
、
最
長
３
年
の
期
間
制
限
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
、
職
場
の
「
過
半
数

代
表
」
の
意
見
を
聴
け
ば
、
た
と
え
反
対
さ

れ
て
も
、
企
業
が
派
遣
労
働
を
使
い
続
け
ら

北
勢
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
メ
ー
デ
ー
で
芦
葉
弁
護

士
が
行
っ
た
ミ
ニ
講
演
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

安
倍
政
権
は
、
労
働
基
準
法
と
派
遣
法
を
、

今
国
会
で
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
労

働
時
間
の
規
制
も
休
憩
・
休
日
の
保
障
も
な
し

に
、
残
業
代
ゼ
ロ
で
働
か
せ
放
題
」
「
派
遣
自

由
化
で
正
社
員
減
ら
し
」
が
ね
ら
い
で
す
。

今
で
も
労
働
法
は
守
ら

れ
ず
、
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
な
が
ら
働
い
て
い
る

人
は
大
勢
い
ま
す
。
働
く

権
利
の
地
盤
は
軟
弱
な
の

に
、
安
倍
首
相
は
、
働
く

ル
ー
ル
を
定
め
た
労
働
法
を
「
岩
盤
規
制
」
と

嫌
い
、
穴
を
あ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
で

は
、
労
働
基
準
法
の
規
定
を
は
ず
す
働

き
方
を
、
新
た
に
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
「
自
由
に
働
け
る
」
と
言
い
ま

す
が
、
業
務
量
や
目
標
は
会
社
が
決
め

る
の
で
、
長
時
間
労
働
は
必
至
。
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
た
ら
医
師
の
面
接

三
重
県
医
労
連
は
、
５
月
９
日
午

後
に
鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー
に
て
ナ
ー
ス
ウ

エ
ー
ブ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

「
安
全
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
」

署
名
・
宣
伝
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。
三
重
県
下
４
つ
の
労
働

組
合
か
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

血
圧
計
と
体
組
成
計
を
用
い
た
健

康
チ
ェ
ッ
ク
は
好
評
で
、
順
番
を
待

つ
人
が
い
る

ほ
ど
で
し
た
。

１
時
間
余
り

の
行
動
で
し

た
が
、
25
人

の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、

120
筆
の
署
名

が
集
ま
り
ま

し
た
。

（
医
労
連木

村
）

安全安心の医療・介護の
実現を求める

５
月
２
３
日
、
三
重
県
教
育
文
化
会
館
で

三
重
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
総
会
と
記

念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は

村
瀬
さ
ん
が

発
言
に
立
ち
、

「
三
重
の
介

護
を
よ
く
す

る
会
」
が
取

り
組
ん
だ
介

護
事
業
所
ア

ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

村
瀬
さ
ん
は
「
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
半
分

を
超
え
る
こ
と
は
珍
し
い
中
で
、
回
収
率
５

医労連

れ
る
制
度
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
者
は
派
遣
先
企
業
か
ら

「
も
う
要
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば

お
し
ま
い
で
す
。
労
働
条
件
に
不
満

が
あ
っ
て
も
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

に
あ
っ
て
も
苦
情
も
言
え
ず
、
契
約

更
新
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
働
い
て

い
ま
す
。
今
で
も
ひ
ど
い
状
態
な
の

に
、
身
分
が
不
安
定
で
低
賃
金
の

派
遣
労
働
者
を
増
大
さ
せ
よ
う
と

い
う
の
が
安
倍
雇
用
改
革
で
す
。

私
た
ち
の
時
間
も
賃
金
も
奪
い
、

大
企
業
の
儲
け
を
増
や
し
て
、
過

労
死
と

格
差
を

広
げ
る

改
悪
に

反
対
し

ま
し
ょ

う
。

働
く
権
利
が
危
な
い

芦
葉

甫
（
あ
し
ば
・
は
じ
め
）
弁
護
士

トワイライトメーデーで
発言する芦葉弁護士

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
に
参
加
し
た

三
重
県
医
労
連
の
み
な
さ
ん

５
月
９
日

鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

三
重
労
働
局
に
要
請
書
を
提
出

メ
ー
デ
ー
の
日
に

三重労働局に要請書を手渡す
南勢労連・小山事務局長

５
月
１
日
、
津
市
で
行
わ
れ

た
三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー
に
南

勢
労
連
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運

行
し
、
２
０
余
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
参
加
後
、

南
勢
労
連
と
し
て
三

重
労
働
局
を
訪
ね

「
最
低
賃
金
１
０
０

０
円
以
上
に
し
て
下

さ
い
」
と
の
要
請
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

松
阪
城
跡
で
昼
食
を
と
り
、

南
勢
ユ
ニ
オ
ン
・
島
谷
特

別
執
行
委
員
の
解
説
で
城

跡
や
御
城
番
屋
敷
を
散
策

し
ま
し
た
。

（
南
勢
労
連
事
務
局
長

小
山
三
郎
）

南勢労連

市民に好評 健康チェック

０
・
３
％
は
画
期
的
。
説
得
力
あ
る
調
査

と
な
っ
た
。
調
査
員
が
直
接
事
業
所
を
訪

問
し
た
の
が
よ
か
っ
た
。
総
合
事
業
へ
の

移
行
に
つ
い
て
『
懸
念
し
て
い
る
』
が
３

分
の
２
を
超
え
る
な
ど
、
現
場
の
苦
悩
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
伝
え

な
が
ら
自
治
体
当
局
と
の
懇
談
に
取
り
組

み
た
い
」
と
今
後
へ
の
意
欲
を
語
り
ま
し

た
。総

会
の
後
、
三
重
短
期
大
学
の
武
田
誠

一
さ
ん
が
「
戦
後
７
０
年
、
社
会
保
障
の

今
日
的
課
題
と
は
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。

社
会
保
障
制
度
の
誕
生
か
ら
昨
今
の
動
き

に
至
る
ま
で
、
詳
し
く
語
り
ま
し
た
。

「
引
退
後
の
生
活
が
以
前
に
比
べ
る
と

格
段
に
長
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
は
急
務
。
し
か
し
自
助
や
互
助
ば
か
り

が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
自
民
党
の

改
憲
草
案
で
は
『
家
族
は
互
い
に
助
け
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
わ
ざ
わ

ざ
書
き
込
ん
で
い
る
が
、
個
人
の
生

活
上
の
リ
ス
ク
に
社
会
的
に
対
応
す

る
し
く
み
と
し
て
の
社
会
保
障
制
度

の
理
念
を
形
骸
化
し
、
家
族
に
責
任

を
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
」

な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の
変
質
に

警
鐘
を
な
ら
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
地
域
で
助
け

合
う
（
互
助
・
共
助
）
こ
と
は

ダ
メ
だ
と
は
思
わ
な
い
。
し
か

し
、
国
が
政
策
と
し
て
そ
れ
を

押
し
つ
け
る
の
は
納
得
で
き
な

い
」
「
ほ
と
ん
ど
年
寄
り
ば
か

り
の
町
内
で
、
互
助
な
ど
出
来

る
わ
け
が
な
い
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

み
え
労
連
の
臼
井
議
長
が
閉
会
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

総会で発言する村瀬さん

記念講演する武田准教授

北勢労連

社保協

画
期
的
な
「
介
護
事
業
所
訪
問
」

戦
後
７
０
年
の
社
会
保
障
制
度
を
解
明

村
瀬
さ
ん武

田
先
生


